
概

 拡大 ・新型コロナ感

施

染対策に取り組みなが

策

ら、ゴミ拾いツアーを

名

実施し、ゴミのない街

観

のPRにつなげていく

光

。
事業区分 □ 自治事

基

務   □ 法定受託

本

   □ その他
今後

目

の方向性 □ 縮小　□

標

 改善 ・引き続き、市

交

内観光施設の維持管理

流

に努め、観光客の快適

と

性向上を図る。
（改善

賑

措置等）□ 休止　□

わ

 終了 ・アフターコロ

い

ナを踏まえた日本遺産

の

、世界ジオパークなど

あ

のキーワードをフック

る

とした、広域連携での

ま

観光Ｐ
計画対象 ■ 実

ち

施計画査定対象  □

要

 行政改革対象 
□ 

施

廃止　　　　 Ｒの実

策

施に努める。

※決算額

の

については、端数処理

目

により、他資料の決算

的

額と差異が生じている

本

場合もあります。

市ならではの強みを磨き

No. 事務事業名

上

活動内容 コスト（事業

げ

費：千円）

三嶋暦師の

、

館事業 令和　２年度 令

国

和　３年度 令和　３年

内

度 令和　４年度 令和　

外

２年度 令和　３年度 令

か

和　３年度 令和　４年

ら

度
活動指標名 単位

実績

観

計画 実績 計画 決算 当初

光

予算 決算 当初予算
全体

客

事業概要
①

三嶋暦師の

の

館の来館者数 人 2,0

誘

00 1,796 3,5

客

00
市の歴史的遺産で

を

ある三嶋暦師の館の維

図

持管理および
伝統ある

り

三嶋暦の普及と継承の

、

ための情報発信を行い

消

0 2,702 2,62

費

0 2,770
誘客を図

行

る。
②

うちわ作り体験

動

者数 人 20 20 25

令

を

和　５年度の優先度

③

誘

2 　□ Ａ　　　 □

発

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

し

　　 □ Ｄ　

来館者

、

数については、新型コ

ま

ロナウイルスの影響に

ち

よる国内外の観光客の

を

減少や、緊急事態宣言

活

に伴う臨時休館
■ 計

性

画どおり   
令和　

化

３年度 の影響で目標を

さ

下回ったが、概ねに近

せ

い実績を残すことがで

る

きた。
□ 遅延   

こ

      
の評価 う

と

ちわ体験は、三嶋暦師

。

の館では感染症対策を

施

最優先に、年間を通し

策

て中止したが、出前講

の

座の際は通常通り実
□

方

 進展なし     

向

施した。
■ 維持　□

観

 拡大 三嶋暦師の館の

光

来館者数回復に向け、

資

三嶋暦師の会をはじめ

源

とする関係者と連携し

づ

、魅力の向上及び情報

く

発信の
事業区分 □ 自

り

治事務   □ 法定

新

受託   □ その他

型

今後の方向性 □ 縮小

コ

　□ 改善 強化に努め

ロ

る。
（改善措置等）□

ナ

 休止　□ 終了
計画

ウ

対象 □ 実施計画査定

イ

対象  □ 行政改革

ル

対象 
□ 廃止　　　

ス

　 

感染症拡大による観光客等の減少の影響を受けてはいるものの、概ね計画どおり実施できた。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 引き続き、市内観光施設の維持管理や、観光客の利便性向上のための環境整備に努めつつ、本市ならではの観光資源を磨き上げ、観光客等の誘客強化を推進する。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：

1

千円）

観光振興事業 令

頁

和　２年度 令和　３年

令

度 令和　３年度 令和　

和

４年度 令和　２年度 令

 

和　３年度 令和　３年

3

度 令和　４年度
活動指

年

標名 単位
実績 計画 実績

度

計画 決算 当初予算 決算

　

当初予算
全体事業概要

　

①
ごみ拾いツアー実施

事

回数 回 12 7 12
国内

務

外からの誘客・受入を

事

促進し、観光交流人口

業

の増
加を図ることを目

評

的として、市内の観光

価

関連施設の維 0 16,

表

024 18,895 4

（

1,267
持管理、観

個

光客に対する快適性の

票

向上、観光情報の積
②

）

Wi-Fiの設置件数

課

件 9 9 9
極的なPRを

名

実施する。

令和　５年

産

度の優先度

③
山中城跡

業

来訪者数 万人 2 2.2

文

3
1 　□ Ａ　　　 

化

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

部

　　　 □ Ｄ　

・新

商

型コロナ感染症拡大防

工

止の観点から、4月～

観

8月のゴミ拾いツアー

光

活動を一時休止し、7

課

回に留まった。
■ 計

作

画どおり   
令和　

成

３年度 ・Ｗi-Fiの

日

設置件数は、現状維持

令

とし、観光客の快適性

和

向上につなげた。
□ 

　

遅延        

４

 
の評価 ・行動自粛の

年

期間がありながらも、

　

日本遺産「箱根八里」

８

等のブランドを生かし

月

た観光誘客により、計

　

画通りの
□ 進展なし

５

     
来訪者数と

日

なった。
■ 維持　□


